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■ メ カ ニカ ルエンジニア
リ ングショ ッ プ

 □ 設計 □ 実験スペース _ _ _  × _ _ _  m
2

 ■ 工作依頼 □ 電源の使用 100V， _ _ _ _ A ， _ _ _ 口

 □ 測定・ 評価  200V， _ _ _ _ A ， _ _ _ 口

 ■ 超精密 □ ク レーンの利用
こ の欄に利用ク レ ーンの規模
を 記入し て下さ い。

■ オプティ カ ルショ ッ プ
測定器の予約はWebを 利用し て
下さ い。 □ 特定化学物質

こ の欄に物質名を 記入し て下
さ い。

□ ス ペ ー ス チ ャ ン バ ー
ショ ッ プ

□ 特殊蒸着・ 超微細加工
ユニッ ト

 □ 特殊蒸着
□ 液体窒素： 　 　 xx ℓ/
月

□ 乾燥窒素

裏面に依頼内容を 記載し てく
ださ い。  □ 微細加工

□ 液体ヘリ ウム： 　 xx ℓ
/月

こ こ に推定月使用料を 記入し
て下さ い。

□ ク リ ーンルーム ( CR) □ 真空ポンプ
設備管理ユニッ ト に予め相談

□ 冷却水の利用

裏面に作業内容を 記入し て下さ
□ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 測定
機器利用

□ サブミ リ 波FTS

ATC施設利用・ 共同開発研究申請書（ □新規　 ■継続　 □変更）

下記のと おり 施設利用を申請し ます。

①代表者氏名： 　 峰崎岳夫

② 所属機関 / 部局　 東京大学天文学教育研究セン
タ ー

④ 連絡先： （ E-ｍai l )

   ( 電話)

送付先（ 先端技術センタ ー事務） ：  at c-of f i ce@at c. mt k. nao. ac. j p

⑧ 利用者およびその連絡先( 電話番号、 E-Mai l )
峰崎 岳夫 
高橋 英則

先端技術センタ ーの関連職員の氏名を記入。 ( 該当者がいない場合は記入不要）

申請事項に変更が生じ た場合は、 速やかに変更申請書を作成し 提出願います。

□　 その他　 (                           　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　          )

□ 大型CR( ク ラ ス1, 000)
□ 中型CR( ク ラ ス10, 000)
□ 小型CR（ ク ラ ス
10, 000）

こ の欄に使用する溶剤の種類を 記
入し てく ださ い。 持ち込む場合
は、 別途届出用紙に記入し て提出
し てく ださ い。

 □ 大型スペースチャ ン
バ
 □ 中型真空チャ ンバ
 □ 小型真空チャ ンバ
 □ その他 ( 　 　 　 　 　 　
　 　 ）

□ 有機溶剤

□ 高圧ガス 別途届出用紙に記入し て提出。

国立天文台先端技術センタ ー　 センタ ー長　 殿　            　 　 　 　 　 　 　 　

⑤ 研究課題名： 　 TAO望遠鏡の能動光学・ 補償光学、 鏡面コ ーティ ングの研究

保険加入の有無( 学生のみ) ： 　 有　 ・ 　 無安全衛生講習　 ： 　 希望し ない

利用設備の申請　 ： 　 使用する項目にチェ ッ ク （ ☑ or  ■） を入れてく ださ い。

③ 職名 又は 学年　 助教    （ FAX） 　 　

URL ( 省略可) ： ht t p: //⑥ 研究課題および施設利用の目的

我々の研究グループでは、 アタ カ マ・ チャ ナント ール山頂に東京大学アタ カ マ天文台（ TAO） 6. 5m望遠鏡を建
設する計画を遂行し ている。 本望遠鏡は日本ではすばるに次ぐ 巨大な望遠鏡であり 、 大口径望遠鏡を制御す
る基盤技術を自家薬籠中のも のにするこ と は、 長期的な運用において高い性能を維持し 、 さ ら なる機能改
善・ 性能向上をはかるために欠かせない。 そこ で゙望遠鏡の能動光学制御技術や補償光学技術、 また反射率維
持・ 熱放射雑音低減のための耐環境性に優れた鏡面コ ーティ ングやその保守方法などの基礎的な調査研究を
行う 。

業務依頼の内容を 具体的に裏
面に記入し てく ださ い。

裏面に作業内容を 記入し てく だ



⑩ 国立天文台内のプロジェ ク ト と の関連（ なければ記入不要）

⑪ 国立天文台内該当プロジェ ク ト 長の推薦（ なければ記入不要）

⑫ 共同開発研究を希望する場合、 研究分担案などを記入し てく ださ い。

⑨ 利用計画　 ： 　 先端技術センタ ーの設備・ 実験室等の利用計画( 日程含む) を 具体的に記入し てく ださ い。 また、 工作依頼
品の概要・ 利用する測定器・ ソ フ ト 等についても 記入し てく ださ い。 必要に応じ て添付資料を 提出し てく ださ い。
( 注意事項)  ： 　 と く に大物を 搬入、 設置する場合や工事が必要になる可能性がある場合は、 必ず記入し て下さ い。 と く に大型
実験機器の設置については、 付属機器も 含めた大体の配置図等を 添付し て提出し てく ださ い。

●TAO望遠鏡鏡鏡面反射率向上・ 熱雑音低減、 および保守方法の研究
・ 2017年4月-2018年3月：
　 副鏡中央には常温部分から の輻射光が冷却部に入るのを防ぐ ためにセンタ ーコ ーンが取り 付けら れ
る。 こ れは蒸着の際に取付け・ 取り 外し が必要であるこ と 、 また光学性能から 特殊な形状と なっ てい
る。 前年度までに複数の試作品を製作し たが、 鏡面の成膜や取付けの際のハンド リ ングに改善の余地が
ある。 そこ でこ れまでの結果を受け、 改良版の製作を継続する。 設備の利用と し て、 メ カ ニカ ルエンジ
ニアリ ングショ ッ プでの加工および超精密加工を申請する。 その他、 望遠鏡を構成する反射鏡表面の反
射膜の成膜および保守運用方法の研究のため、 オプト ショ ッ プの各種機材の利用を申請する。

●TAO望遠鏡能動光学制御技術および補償光学技術の研究
・ 2017年4月-2018年3月：
　 TAO望遠鏡で採用し ている能動光学では望遠鏡の姿勢変化による光軸ずれをオープンループ制御で補正
するほか、 参照星から く る光の波面誤差を測定し こ れを補正するよう に光軸や主鏡形状を補正する。 後
者のよう は波面誤差情報に基づいて光学機器を調整する技術は大気揺ら ぎによる星像劣化をリ アルタ イ
ムに補正する補償光学技術に共通するも のである。 望遠鏡の大型化にと も ない能動光学技術は必須のも
のと なり 、 近年進歩の著し い補償光学技術は現代の大型望遠鏡に備えるべき 装置と なり つつある。 そこ
でこ れら の要素技術を構成する波面センサーやアク チュ エータ 、 可変形鏡の駆動試験・ 性能測定のた
め、 オプト ショ ッ プの各種機材の利用を申請する。
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